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潰療を続発したが，入院後59日自治主主退諜となったc 
36.男子乳癌の 1例
花開明宏，桜庭膚髄，山本宏
〈塩谷病院)
痘併は71歳の男性。約2年程前より左乳頭部に腫窪を
触れ，更に乳頭異常分泌を認めたため来読した。腫撞掃
除による組織検査にて謬諜癌の診断がついたため，小胞
筋保存，非定型的根治衛を蕗行。胸筋浸、謂やリンパ節転
移は認められず， T2NoMoで Stage1であった。衛後 
5・FU1日600盟 gの経口投与iこて現在経過観察中であ
る。 
37. Elemental Diet Iこよザ軽快せしめた蕗嚢胞の 2
告4
擾本和夫，蜂巣患，柏原英彦
横山縫郎，江原正明〈国立佐倉〉
症例 Iは56歳男誼，症部Eは38歳男性。いずれも， 1蔓
性捧炎に続発した葬仮性嚢抱であり，症例 Iは捧体尾部
に，症例 Eは捧頭部記発生した。再症例ともに， Ele-
mental Dietにより，臨来所見の著明な改善を認めた。
また，症例 Iは，初回発作 9カ月後に嚢胞の岳然消失を
認め，症例Eは，入院 6カ月後に約1/2の縮少を認めてお
り，現在経通観察中である。 
38. 胃・結腸重護癌の 1例
荻野幸伸，出室美砂子
(千葉社会保険)
症例は74歳男性，第 I謹:昭和51年9月胃癌にて胃切
除荷撞行，摘出諜本では前庭部大響程rHこ1.5XLOcmの 
lla+llc病変を認め，組織学的に中等度分化型管状線癌 
(sm，lY1 Vl，no)であった。第E癌:昭和54年 7月S状
結腸癌にて抵位前方切除術施行，描出標本では長さ 5cm
に亘り全舟詮に浸:習を示す Borr 1型の腫蕩を認め，組
織学的には高円柱上皮よりなる乳頭状線癌 (SSs，lY1， 
vo，no) であった。 
39.免蜜化学寮法により著明な寛解がみられた癌性麗
膜炎の 2例
織罰成人，田紀克，向井稔
(成東病説)
主主性腹摸炎を呈した切除不詑胃癌ι免疫化学療法を
施行した。症例 1では， MFCと OK432の全身投与，
症調2では， 5-Fuの経口投与と，。五 432の腹腔内投与
及び，内視鏡による癌巣周囲烏注を撞行し，H;夏水沼失，
自覚症状の改善をみ， X線，内視鏡でも明ちかな効果を
認めた。 2例はそれぞれ， 10カ月， 5カ月経遅した現
在，自覚症状なく，元気に外来通院中である。 
40. 気泡型人工腕のその後の改良一一一-Polyurethane 
foam酸素加簡釘開発について〈第 2報)一一
北)1[素，g:j宮達男，西沢直
(国立千葉〉 
PUF酸素加筒痩用蹄を揮発し高酸素加能を達成した。
小売用と成入用の unitを作成し，何れにおいても充填
量を削減できた。 PじF蹄は対東蹄に詑して仙の酸素流
量で充分な酸素加能が得られた。小売用 PUF蹄を 8例
臨床使用した。溶血，術後出血量，血小板数などは，対
照婦と有意差を認めなかった。 
41.破毎嵐の 3治験椀
高崎英己，山本義一(長生病院〉
披傷嵐の 3部を経験した。症例1.42歳男性，症例 2. 
48歳男性，症例 3. 53歳男性で，いずれも留で感染し，
主訴は関口障害であった。重症例は 1例もなかったが治
療として， トキソイド，拡車清，破復嵐入免疫グロプリ
ンの投与と，栄養は絶金で IVHとし，症弼 1，2では
気管切開撞行し治癒せしめた。破傷患は，年々発生数は
減少しているが，依然として死亡率は高く， トキソイド 
TIGなどの使用で予防すべき疾患と考える。 
42.肝右葉切除により根治切除しえた胆嚢癌の 1倒
永田松夫，原 壮，軍司祥雄
〈清水車生〉
症例辻 50歳女性，右季場部療を訴えて来提，黄痘な
く，肝機能は正常，超音波検査で担嚢腫藩結石を認め，
超選択的動脈造影で担嚢動脈の中断，肝局所浸講を認め
た。リンパ節 No.12，8，9，13の郭溝をイ半うZ干右葉
切除により根治切除したが，担嚢患部を中心とする乳頭
状の癌で肝直接浸潤を認めた。組織学的には未分イヒ腺癌
でリンパ節転移を認めなかった。現在5カ月生存中であ
る。
